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広島原爆投下77周年、 8.6青空式典に支持と連帯を送ります。

77年前の今朝、広島上空で爆発しただった一発の原子爆弾で多くの人が亡くなり

ました。生き残った人々も一生、癌をはじめとする病気に苦しみました。それだけで

なく被爆2、3世たちは今も苦しい日々を送っています。

広島と畏崎に落とされた原子爆弾によって被爆しだ在日朝鮮人の叡は、少なくとも

ア万から蝦大10万人、死者は5万人余りと推算されています。被爆者のうち生き残

った約4万3千人力T朝鮮に帰り、 2021年末現在、 1992人が生存しています。

2013年調査の対象となった原爆被害者1世、2世、3世1,125人のうち20.2%

の子どもが先天性樺害または遺伝性疾患を持っていると答えました。現在登録されて

いる被爆2世は2.798人に過ぎません。実際、何人いるのか分からないのです。

日本政府は毎年、広島平和公園で式典を開き、当時の原子爆弾による死者を追悼し

ます。しかレ、なぜそのような事件が起きたのかの原因については語りません。日本

帝国主舞の侵略戦争が原因であったのに、日本政府の謝罪と責任については固くロを

閉ざしています。

米国もまた、人類史上初めて原子爆弾を使用しておびただしい数の殺傷と破壊を行

いました。しかレその責任に対して謝罪や反省がありません。いくら戦争中だったと

しても、民間人に対する兵器の使用と殺傷は、国際法上、明確な戦争犯罪です。

今、地球上に存在する核兵器は、 77年前とは比べ物にならないほど破壊力と殺傷

力が高まりました。全ての核兵器1万2.705基のうち、ロシア （5.977纂〉と米国

(5,428基〉が89.77%を保育レています。核保有国は、核拡散禁比条約 CNPT)

を通じて自分たちだけが排他的に核兵器を保有レたまま、核兵器禁ヰ条約 CTPNW)

ち批准していません。

福島原発事故以降、 「原発ゼロ」政策を宣言レた日本は、今、再稼働と新規建設を推

進しています。韓国ち「脱原発」を宣言レましたが、実際は核振興政策を展開し、新

しい政府は「原発強冨Jを宣言しました。

ヨーロッパち気候危機を口実に原発をグリーンエネルギーに分類しました。しかし

放射能は緑色ではなく無色の災いです。人類は77年前、広島と長崎に投下された原

爆による途方もない災難を経験したにもかかわらす、そこから教訓を得ることができ

ませんでレ疋。日韓の労働者民衆が先頭に立って、全地球的な反核－脱原発運動を展

開していかなければなりません。8.6膏空式典に支持と連帯を送ります。
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